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最近の
話　題

　デング熱は、デングウイルスに感染することでお
こる急性の熱性感染症で、皮膚の発疹等が主な症状
です。一部の患者は経過中に重症化し「デング出血熱」

「デングショック症候群」等になることが知られて
います。デング熱は、デングウイルスを保有する蚊
にヒトが刺されることによって感染（蚊媒介性）し、
ヒトからヒトへ直接感染することはありません。そ
の主な媒介蚊は、ネッタイシマカとヒトスジシマカ
で、ネッタイシマカは日本には常在していませんが、
ヒトスジシマカは、長野県内は勿論のこと日本のほ
とんどの地域に生息しています。
　デング熱の国内感染症例は過去60年以上報告さ
れていませんでしたが、平成25年8月に日本国内を
旅行し、帰国後にデング熱を発症したドイツ人患者
の発生が報告され、日本国内での感染が疑われまし
た。さらに、平成26年8月以降相次いで海外渡航歴
のないデング熱患者が発生し、都立代々木公園等
で蚊に刺されたことが確認され、採取した蚊から
デングウイルスが検出されたことから国内でデング
ウイルスに感染したと考えられました。
　長野県では、感染症発生動向調査を開始した平
成11年から平成26年までに15例（累計）の届出が
あり、全て海外で感染した事例でした。国外では、
アジア、中南米、アフリカ等で毎年約5,000万から
1億人の患者が発生していると考えられています。
このためデング熱患者が入国する可能性は高く、こ
れから蚊の発生時期を迎える国内において、再び

昨年と同様に感染が拡大するのではないかと危ぶま
れています。感染拡大を防ぐには早急に診断をし、
デング熱患者が蚊に刺されないようにする必要があ
り、当所では迅速診断キットによるNS1抗原検査や
リアルタイムPCR法による遺伝子検査により、ウイ
ルスを迅速に検出できる体制を整えています。
　デング熱に対する治療は、対症療法となります。
そのため、予防法としては蚊に刺されないように注
意することです。できるだけ皮膚の露出部分を少な
くし、虫除け剤を使用する等感染予防に努めてくだ
さい。また、デングウイルスを媒介するヒトスジシ
マカは空カン、古タイヤ等の水たまりから発生しま
すので、蚊が発生しないよう家の周りにも気を配っ
てください。
（藤井　ますみ　kanken-kansen@pref.nagano.lg.jp）
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